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♪出席報告 ♪ニコニコＢＯＸ ♪今週のことば
会員数 38人 19名 15,000円 7月16日に喜寿を迎えます。生かされていることに感謝致します。

出席対象 38人 累計 70,000円 「人生は舟に似て嵐もあれば時化もある。だけどどんな時でも

出席者数 30人 目標額 60万円 ”逃げはしない”おれの人生悔なき旅はまだ続く」　大澤邦彦

出席率 78.9% 達成率 11.6% 今年の夏は暑くなりすぎです。急にエアコンが欲しいと言われ

前回修正 86.8% てもありません。　　萩田　均

　♪今週のことば～続き～

その答えは、ポール・ハリスは友情を求めてロータリークラブを始
めました。彼は故郷を遠く離れたシカゴで弁護士を開業し、親類や
友人から遠く離れ非常に淋しい思いをします。この本では、ロータ
リーの心を考えるとき一番先に思うのは、ロータリーは友情を大事
にする団体だと言っています。そしてロータリーは知人の集まりで
はなく、友人の集まりだということ。ロータリーは暖かい友情が基
本だと強調しています。
　いまひとつは職業奉仕です。
人のために自分が役立つことは何か。「四つのテスト」を基本に自
分じぷんが、天職である職業に奉仕し、そしてロータリークラブが
単なる慈善団体に近い組織に偏ってしまうのではなく、ロータリー
のこころ・ロータリーの精神は綱領にあるように倫理性を大事にす
る団体であります。
　最近は偽った構造計算で建てられた建築物や、教育者でありなが
ら女児を襲った事件など、まさに不可解な出来事であり、愕然とさ
せられる事件が起きています。なぜこういうこ 
とが起こるのか、その根源は自分勝手な、自己主張のみ強くて、得
手勝手な人間が増えたためではないかと思います。

会⾧挨拶    会⾧ 北原 厚子
 「ロータリーのこころ」
がんの疫学で世界に知られた2700地区バストガバ
ナーの廣瀬富雄氏が出版された「ロータリーの心
と原点」基本にかえろう～という本を読みました
。
　「ロータリーの心を考えるには、ロータリーの
創立者ポール・ハリスが、なぜロータリーを創立
したのか、学ぶ必要があります｡」という一節が
大変心に残りました。ポール・ハリスがロータリ
ーを始めた理由は何か。

2018-2019年度　
国際ロータリーテーマ
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ＲＩ　2600　地区諏訪グループ 会長/北原　厚子 幹事/萩田　均

                ☆幹事報告

【報告事項】
1:信州大学山地水環境研究センター7月
7日、施設公開がありました。小松、萩

田行ってきました。

【連絡事項】
1：ロータリー囲碁同好会より10月6日
に東京において第17回囲碁大会を開催
するそうです。エントリーされる方は
幹事まで申し出てください。

2：ダメゼッタイ！薬物防止の募金の依
頼が来ました。今月中の例会に募金箱
を回します協力ください。

3：西日本豪雨の募金については地区よ
りの方針に沿って実施いたします。

【受領文書】
ロータリーコーディネーターニュース
が来ました。回覧いたします。

 

初夏　小林会員

http://www.suwakorc.net    Email：suwakorc@suwakorc.net　ウイークリーの原稿送付先：　pr@suwakorc.net
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　　　　　　　　　　　会長挨拶　～続き～
 
人のために役立つには、モラルが高くなければなりません。
　ロータリアンには立派なモラルが求められます、その精神を守り、それ
ぞれの職業で地域に奉仕していくことが、今一番大切なことではないかと
思うのです。 
　「守るべき伝統と変革への弛まぬ挑戦」「原点を守ること」と「新たな
変化を遂げること」この不易流行の精神がこれからのロータリークラブに
は大切なことではないかと思います。
 

　　　　　青少年奉仕委員会　　　　　　委員長　小笠原　仁

急速に進む高齢化はわが国の重要な問題ですが、一方それ以上に一向に改善の兆しの
ない少子化も解決すべき喫緊の課題です。わが国の持続可能な成長社会を創るために
少ない青少年の健全な育成は大変重要で、現代日本の抱える青少年の問題、特に学校
や家庭等とりまく社会の対応はこのままでいいのかしっかり考えて、修正実行してい
く必要があります。この分野においてロータリーの果たすべき役割は大きいものと思
います。当委員会としても、勉強会や講師例会を企画し、我々ロータリアンが率先し
青少年奉仕を実践していけるよう学んでいきたいと思います。また、特に先進国の中
で遅れている児童養護と、ＲＩの重要事業であるポリオ撲滅に対し知識を深めたいと
考えております。
 

2018－2019年度　諏訪湖ロータリークラブ　委員会事業計画発表

渡辺会員から素敵なお花
を頂きました

①　青少年奉仕の重要性を理解し推進 
②　担当例会の実施 
③　地域青少年活動への支援と交流 
　下諏訪中学校への講師派遣 
　下諏訪中学校生徒との交流と協働奉仕活動 
　下諏訪中学校以外との交流推進を検討 
　中学校の職場体験学習の支援 
　ガールスカウトへの支援と協働奉仕 
④　地区事業への参加協力 
　インターアクト・ローターアクトとの交流・ライラなどに参加協力 
⑤　青少年の現状と青少年奉仕の取り組み方を模索するための事業・勉強会 
　　（児童養護施設・養護学校などサポートできないか） 
⑥　ＲＩの重要事業であるポリオ撲滅に対し、知識を深め協力につなげる。

青少年奉仕委員会　予算 
インターアクト・ローターアクト 80000円 
ガールスカウト助成金 50000円 
青年との交流・登録料・謝礼 150000円 
乳児院・養護施設への助成金 50000円 
青少年例会 60000円
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１．米山奨学会寄附募集・奨学生の援助 

２．ロータリー財団への寄付募集と資金利用研究 

３．ポリオ撲滅運動 

４．セブ島支援：セブ島訪問 
　①　セブ島の子供たちに音楽を、日本の子供たちに国際理解と交流をの推進 
　　　　鍵盤ハーモニカの収集及びコルドバ3小学校への寄贈 
　　　　現地先生たちとの交流  
　②　学校訪問：マクタン小学校水槽の検収 
　　　　　　　　コルドバ市小学校音楽学習視察 
　③　デイ・ケア・センターへの支援 
 
５．ミンダナオ子ども図書館財団支援のための調査研究   
　①ミンダナオ子ども図書館訪問（フィリピン・ミンダナオ島・キダパワン市） 
　　　＊財団事業の視察　　＊図書館財団青少年派遣の日本公演について 
　②現地キダパワン・メトロ・ロータリークラブ訪問 
　　　＊3バランガイ（村）への水供給計画の検討
 
６．３５周年記念事業の検討

７．2018-19年度国際奉仕委員会予算　  
　　 　　　事業項目 備考 予算額  
　　 米山・R財団関係 　　　　　　　　　 　 10,000   
 　　　米山奨学会卓話謝礼 　　　　　　    　 10,000   
 　　　セブ島支援関係 　                　 480,000   
 　　　鍵盤ハーモニカ回収お礼 回収学校へ 　 30,000   
 　　　鍵盤ハーモニカ整備費 吹き口購入   　 50,000   
 　　　輸送費 　                        　 160,000   
 　　　現地先生との交流会 　              　 80,000   
 　　　現地事務局費 4名分                 　 40,000   
 　　　現地移動費 セブ島内                　 20,000   
　　 現地への移動費補助 諏訪→セブ   　  100,000   
　　 デイケアセンター支援 　          　  40,000   
 　　　ﾐﾝﾀﾞﾅｵ子ども図書館関係          　   60,000   
 　　　現地への移動費補助 セブ⇒ミンダナオ  60,000   
 　　　委員会費                          　30,000   
 　　　合計 　                         　  620,000   
  

国際奉仕委員会　　　　　　　　　　　　委員長　長崎　政直

国際奉仕継続事業を、会長指針 
  ①鍵盤ハーモニカ事業をどこまで続けていくのかも含めて支援の方法を改め
て再検討してみる必要があるのではないか 
  ②ロータリー財団、米山奨学会寄附はなぜ必要なのか、どう使われているか
説明し、理解してもらい、ゼロ円寄付者を無くす。 
  ③来期３５周年に向けてグローバル補助金制度を有効に利用し、ふさわしい
国際奉仕活動を企画し、実行するための準備をしていきたい。
に従い、検討し、進めてまいります。 
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お詫び

1558例会のウイークリーで会長のお名前が直前会長のお名前になっていました。

また、幹事のお名前も前任者のお名前になっていました。

正しくは会長：北原　厚子　幹事：萩田　均　でした。訂正致します。申し訳ありませんでした。
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{事業} 
1.ウィクリーの発行 
2.地域の方々へ向けての対外的な広報活動（テレビ・新聞などのマスメディアに積極的に働きがけをして
いく） 
3.会員の今までの「功績」を学ぶ機会をつくり、新会員の方にも知ってもらう 
（クラブ内への広報活動）
 　　

クラブ会報・雑誌広報委員会　　　　　　　委員長　太田　淳也

クラブ会報・雑誌広報委員会に与えられている役割は、私達ロータリーの活動を地
域の皆様にお伝えすることによって、ロータリークラブに対しての理解と関心を深
めていただくことだと思います。 
広報の有効な活用により、ロータリーの様々な奉仕活動が地域の皆様に伝わり、ロ
ータリークラブの存在感が高まっていきます。そして、それがクラブのイメージの
向上にも繋がります。
また、我がロータリークラブには数々の功績を残している多くのロータリアンがお
ります。そのロータリアンの功績を直接学ぶことで、既存の会員のモチベーション
向上にもつながり、入会希望者が増えることも期待できると思います。

　ＳＡＡ　　　　　　　　　　委員長　吉澤　邦雄

　ＳＡＡの職務は、例会その他の会合において気品と風紀を守り会合がその目的を発揮
できるよう設営、監督することにあります。前任の方々により築き上げられた任務を正
しく継承し、例会の品位を守りつつ楽しく和やかな進行を心がけたいと思います。
■職務内容 
　①例会の司会進行 
　②例会の入場、退場の許可及び例会場の開門、閉門管理 
　

　③早退、遅刻の承認及び許可 
　④私語に対する警告 
　⑤卓話等の時間励行 
　⑥例会場の秩序を乱す行為に対する警告と退場命令 
　⑦例会場の設営（クラブ奉仕委員会と共に） 
　⑧食事の献立、業者の選定等食事の手配（クラブ幹事と共に） 
　⑨ニコニコボックスの管理とその募金状況の報告（クラブ奉仕委員会と共に）

　会員増強委員会　　　　　　　　　委員長　小口　直久

今年度も会員増強に力を入れ皆さんのご協力を頂きながら活動していきます。
宜しくお願い致します。


